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部局別予算要求方針 
 

部の現状、課題、予算要求方針等を記入して下さい。 

１ ３１年度予算要求にあたっての基本的な考え方(予算編成方針を踏まえて) 

 

公正かつ適正な選挙執行と有権者の投票環境の向上は、本市委員会の取り組む 

べき課題であります。 

このため、平成３１年度の事業を実施するに当たり、事業の実施手法や課題に

ついての整理、検証を行い、選挙執行における財源の確保はもちろんのこと、事

業の優先順位やその手法について検証し、最も合理的な手法をとり最小の経費で

最大の効果が得られるよう予算を見積りました。 

 

２ 予算要求の重点事項（新年度の取組目標、新規施策等） 

   ※部局内での事業の優先順位及び必要性を明記すること。 

 

 （優先すべき事業） 

  (1) 平成３１年４月に執行が予定される滋賀県議会議員一般選挙 

                   （任期満了日：平成３１年４月２９日） 

  (2) 平成３１年７月に執行が予定される参議院議員通常選挙 

                   （任期満了日：平成３１年７月２８日） 

  (3) 選挙全般における啓発事業 

  (4) 選挙執行体制の検討事業 

 

 （事業の必要性） 

 (1)・(2) 法令等に基づき、公正かつ適正な選挙執行のため。 

  (3) 低下傾向にある投票率の向上と、特に、これからの長浜市、国の未来を担

う若年層への継続的な啓発活動を推進するため。 

また、公正かつ適正な選挙執行に必要不可欠である法令等の選挙管理委員

会及び事務局職員のより深い理解や資質の向上を図るため。 

  (4) 有権者にとって公平な投票環境の整備、選挙の適正かつ正確で、効率的な

選挙管理執行を図るため。 

 

３ 事務事業の再構築（事務事業の検証・見直し、選択と集中の結果） 

有権者の投票環境の向上のため、引き続き、大型商業施設等に期日前投票所を開

設します。また、よりよい選挙体制の確立のため、執行体制の見直しに取り組みま

す。 

 


